
立命館宇治中学校・高等学校　2019年度　学校目標　シート
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区分 A.課題(上位目標） B.目標（中位目標）
D.

自己
評価

E.具体的施策
（どのような方法で）

(1) 各教科で学力の数値目標（定期試験・模試・検定）を設定し，達成の確認を行う。 △ 模試などによる定点観測

(2) 学年・コース毎で生徒の家庭学習時間を向上させる取り組みを強める。 ○ 生徒アンケートによる追跡

(3) 生徒が授業に能動的主体的に参加する工夫を行う。 ○ 授業研究

(4) 校外の人材・組織・機関と連携し，社会の到達点を体感できる教育を行う。 ◎ 外部人材の積極登用

(5) 教科の学びを啓発する図書館運営を行う。 △ 図書紹介，図書館の授業活用

(1)
新しいグローバル教育モデルを構築する。（WWLコンソーシアムALネットワーク構築
事業）

◎ ＷＷＬ事業の実施

(2)
教科横断による「コア探究」の教育プログラムを創り上げる。（WWLカリキュラム開
発事業）

◎
引き続きコアカリキュラムの開
発

(3) 文科・理科コースの取り組みのストリームへの移行。 ○ 新カリキュラムの具体化

(4) IMコースの留学を土台とした人材育成プログラムの充実。 ○ ＩＭプログラムの開発

(5) IBコースの到達点の維持と中学IPSの拡充。 ◎ ＩＰのクラス化にむけた議論

(6) ICT活用による学びの質的転換と教員の作業合理化 ◎
デジタル採点の導入，悉皆PC
の完成

(1) 大学学部との連携・接続教育の実施 ○ 高大連携会議の実施

(2) 適切な進路情報の提供とサポート ○ 進路・社会人ガイダンス

(3) 国際系学部・海外大学への進路指導の対応 ○
卒業生交流，情報提供，大学と
の連携による国際系学部プログ
ラム説明会

(1) 安全に留意し，質の高い留学派遣を実施する。 ◎
留学先の視察・担任巡回，渡航
前オリエンテーションの実施，
事前学習の実施

(2) 海外研修旅行の安全な実施。 ◎ 新研修旅行の具体化

(3) 積極的に留学生の受け入れを行い，留学生の学びの満足度も高める。 ○

受入団体との連携強化，長期留
学生受け入れ，交換留学受け入
れ，短期訪問，エドベンチャー
実施

(4) 学校内外での多様な異文化体験の機会を設定する。 ○

留学生の受入拡大，体験入学の
受入，本校生徒家庭でのホーム
ステイ実施，留学生との交流会
実施

2 帰国生支援 (1) 帰国生への情報提供ときめ細やかな支援を行う。 ◎
体験入学の受入，帰国生保護者
会実施

(1) 高い語学力を持つ生徒のさらなる引き上げ ○
習熟度クラス実施，模擬国連や
ビジネスコンテストなどの外部
コンテスト，セブ島留学

(2) 全体水準の引き上げと大学が求める水準の全員クリア ○ TWICE等の補習実施

(3) 英語を活用した取り組みの開催。 ◎
スピーチ・プレゼンコンテス
ト，R-TALK Ujiの実施，
English Campへの参加

(4) 第二外国語の取り組み強化と情報発信。 ◎
中国語検定，ドイツ語検定，フ
ランス語検定の本校受験，立命
館大学との連携講座

(1) 学年・コースさらには学校全体で共に存在している実感が得られる取り組みの実施 ◎ 全校応援，集会での表彰など

(2) 気持ちよく挨拶できる雰囲気の形成 ○ 定期的呼びかけ，生徒会活用

(3) 教室清掃・持ち物の管理・正しい制服の着用など凡事の徹底 ○ 定期的呼びかけ，生徒会活用

(1) 生徒会，ホームルーム運営委員会など生徒の自主的組織の活動量の増加 △
他附属校，地域学校生徒会との
交流

(2) 学園祭を大きな節目とする組織運営 △ 学園祭の充実

(1) 枠組みを超えて互いの奮闘を励ましあえる関係づくり ○ 活動成果の総務部への集約

(2) 生徒の能力を引き出す指導方法の研究 ◎ 研究会の実施，WOWの充実

(1) 視聴覚行事の実施 ○ 芸術鑑賞など

(2) インターネット・SNSとの関係を学ぶ機会の提供 ○ 講演会の実施

(3) 非行・いじめの早期発見と適切な対応 ○ いじめ防止委員会の実施

(4) 平和や人権・環境を考える取り組み ○
平和授業の実施，生協メニュの
協議

(1) 研修（校内・校外）での実施・参加 ○ 紹介，呼びかけ

(2) 研究授業・公開授業・研究会の実施 ○ 研究会の実施，ICTの発表

(3) 経験の浅い教員への支援 ○ 研修会実施，マニュアル整備

(1) チームワークと仕事の合理化（勤務時間の測定） ○ 勤務実態の調査

(2) 休日・休養日の確保（年休５日取得） ◎ 時間割の工夫，継続呼びかけ

(1) 土曜市民講座・スポーツ教室・小学生体験講座の実施 ○ 2018年とのノウハウを踏襲

(2) 公共交通機関利用マナー向上 ○ 定期的呼びかけ，生徒会活用

(1) 丁寧な懇談会・説明会の実施による相互理解の促進 ○ 保護者会との連携

(2) 保護者アンケート・生徒アンケートでの実態把握 ○ 卒業生交流

(1) 卒業生のつながりを形として見せる。 ○ 卒業生講座の実施

(2) 卒業生の活躍の広報 ○ 鳳凰会等を通じた情報収集

(1) 附属３校の共同歩調を強めた取り組みの展開 ○ 合同説明会の開催

(2) WEB広報の強化 ○ ＨＰ見直し

(3) 国内外の募集活動の強化 ◎ 日本人学校との連携強化

(1) 高い能力を持つ英語学習者の誘引 ○ 広報の拡充，口コミ

(2) 質の高い低年齢教育の実現 ○ 講師の充実

(3) 生徒募集への接続強化 ○ ｉ推薦の基準の見直し

(1) こころとからだの健康に配慮した連携 ○ 保健室との連携強化

(2) 教育相談・HAT・カウンセリングの体制づくり ○ ＨＡＴ会議の継続実施

(1) ICT利用の利便性の向上（デジタル採点システムの導入） ○ 講習会の実施

(2) 修繕・危険箇所の集約 ○ 一斉点検の実施

(3) 新校舎実現 ◎ 工事開始とともなう諸対応

(1) 避難訓練の実施と防災対策 ○ 安否確認訓練の実施

(2) 海外引率における安全確保 ○ 引率マニュアルの整備

(3) スポーツ活動中における迅速な事故対応（アスレチックトレーナーの配置） ○ ATCによる講習の実施

(1) 学習する雰囲気づくりとイベントを通した寮生自治組織の充実。 ○ 寮生会の自治を支援

(2) 寮生の健康管理 ○
寮運営委員会，寮業務会議の開
催

安心安全の生徒寮運営

保健室との密接な連携

2 学習環境の整備

3 リスクマネジメント力の強化

Ⅴ
地域・保護者との信頼関係に裏
打ちされた学校ブランド力の確
立と生徒募集力の向上

Ⅵ
魅力ある教育を支える体制や生
徒が安心・快適に学ぶことがで
きる学習環境の整備

1

4

管
理
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Ⅳ
 向上心を持って自己研鑽に努
め，協働のもと新しい学校づく
りを目指す教職員集団の形成

1 成長する教員集団

2 働き方改革の段階的進行

1 地域連携

2 保護者連携

4 生徒募集

3 同窓会

5

教学
課題

Ⅰ
豊かな教養と確かな学力を身に
付け，主体的に学び・考える姿
勢をもった生徒の育成

1 自立した学習者の育成

2
特色ある教育プログラムの開発
と普及

3
大学と連携した長く広い視点を
持った進路指導

Ⅱ
高い外国語運用力と広い視野を
もって，異文化を理解できる能
力をもった生徒の育成

1 異文化体験の充実

3 高い語学運用能力の養成

Ⅲ

①国際化教育：高い外国語運用力と広い視野をもって異文化を理解でき
る能力の育成
②情報化教育：情報機器を活用し，情報の受信・発信する能力の育成
③統合と卓越の教育：統合された知識と卓越した能力の育成
④貢献：高い倫理観をもち，社会・世界に貢献できる姿勢の育成

Ⅰ.　 豊かな教養と確かな学力を身に付け，主体的に学び・考える姿勢をもった生徒の育成
Ⅱ.　 高い外国語運用力と広い視野をもって，異文化を理解できる能力をもった生徒の育成
Ⅲ.　 高い倫理観と規範意識を備え，強い責任感で社会や世界に貢献できる生徒の育成
Ⅳ.　 向上心を持って自己研鑽に努め，協働のもと新しい学校づくりを目指す教職員集団の形成
Ⅴ.　 地域・保護者との信頼関係に裏打ちされた学校ブランド力の確立と生徒募集力の向上
Ⅵ.　 魅力ある教育を支える体制や生徒が安心・快適に学ぶことができる学習環境の整備

C.達成目標（当年度目標）

高い倫理観と規範意識を備え，
強い責任感で社会や世界に貢献
できる生徒の育成

1
オープンマインド醸成と学校全
体の一体感

2
生徒が自ら主人公と思える学校
運営

3 生徒の自主活動・貢献活動

4 人権意識の涵養

リッツキッズ




